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１．計画の背景と目的 

社会資本の維持管理・更新に要する費用の増大を抑制するため、従来の「事後保全型

（対症療法型）」から、損傷が大きくなる前に予防保全的な対策を行う「予防保全型」の

維持管理へ転換を図り、橋梁の寿命を延ばす必要があります。このような背景を踏まえ、

田原市が管理する横断歩道橋における安全かつ円滑な交通を確保するため、橋梁の重要

度や点検結果データ等を基に、修繕計画（優先順位）を策定し、今後老朽化を迎える橋

梁の長寿命化及び補修・架け替えに係る費用の縮減を図ることを目的とします。 

２．対象施設（田原市管理横断歩道橋） 

本修繕計画の対象となる横断歩道橋（３橋）について以下に示します。 

（位置図） 

1003
大久保歩道橋

1002
豊島横断歩道橋

1001
巴江歩道橋
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① 巴江歩道橋（昭和４９年供用開始） 

       所在地    :田原市田原町巴江地内 

       橋長   ：L＝６８．３４ｍ（２２．９２＋２２．７＋２２．７２） 

       全幅員  ：３．０ｍ（０．２５＋２．５＋０．２５） 

       上部工形式：中路式鋼製床版鈑桁橋 

1001 巴江歩道橋

② 豊島横断歩道橋（昭和４５年完成） 

      所在地  ：田原市豊島町榎沢地内 

       橋長   ：L＝２６．０ｍ（１３．０＋１３．０） 

       全幅員  ：１．９ｍ（０．２＋１．５＋０．２） 

       上部工形式：中路式鋼製床版鈑桁橋 

1002 豊島横断歩道橋
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③ 大久保歩道橋（昭和４３年完成） 

       所在地  ：田原市大久保町二又 

       橋長   ：L＝１２．３ｍ 

       全幅員  ：１．６ｍ（０．２＋１．２＋０．２） 

       上部工形式：中路式鋼製床版鈑桁橋 

 1003 大久保歩道橋

３．計画期間 

本年度（H28 年度）までに、詳細定期点検及び修繕設計を完了した上で、来年度からの３ヵ

年（H29 年度～H31 年度）において、本書にて策定の計画（優先順位）に従って、随時修繕工

事を行っていく予定です。
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４．個別施設の状態等 

平成 26 年度実施の総点検、及び平成 28年度実施の定期点検それぞれの結果に 

   ついて以下に示します。 

4-1. 総点検結果（H26 年度） 

■各橋の総点検による各部位における異常の有無 

「平成 26年度 横断歩道橋総点検業務」より 

■総点検結果の判定区分 

「総点検実施要領（案）H25.2 国土交通省」より 
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■総点検結果のまとめ 

１）各橋における異常の有無が「無」の箇所 

いずれも将来被害リスクは無いものと判断 ⇒ 判定区分「無」

    ２）各橋における異常の有無が「有」の箇所（大久保歩道橋における排水管除く※） 

応急措置が実施されず、今後の補修措置が必要と判断 ⇒ 判定区分「Ｃ」

※ 大久保歩道橋の排水管の一部破断箇所については、養生テープによる応急処置が実施

されたため、「Ｂ」と判定されたが、処置が行われなかった排水管についての判定区

分は「Ｃ」となった。 
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4-2. 定期点検結果（H28 年度） 

－対策区分の判定区分－ 

「歩道橋定期点検要領 H26.6 国土交通省」より 

■定期点検結果のまとめ１ 

 各橋における全ての損傷の中で、最も悪い判定区分となった部材・損傷内容・ 

判定区分を以下に示します。 

【 巴江歩道橋 】 

   主要部材である横桁に鋼材腐食に伴う欠損が見られる ⇒ Ｃ２と判定

【 豊島横断歩道橋 】 

   主要部材を中心に鋼材腐食が見られたが、いずれも軽微である ⇒ Ｃ１と判定

【 大久保歩道橋 】 

主要部材である横桁に鋼材腐食に伴う板厚減少が見られる ⇒ Ｃ２と判定
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－健全性の診断判定区分－

「歩道橋定期点検要領 H26.6 国土交通省」より

■定期点検結果のまとめ２ 

  「歩道橋定期点検要領 H26.6 国土交通省」に示される、対策区分の判定区分に対応する   

   健全性の診断判定区分に基づき、各橋について以下の通り判定を行いました。 

【巴江歩道橋】 

   対策区分の判定区分Ｃ２ ⇒ 健全性の診断判定区分Ⅲと判定

【豊島横断歩道橋】 

   対策区分の判定区分Ｃ１ ⇒ 健全性の診断判定区分Ⅱと判定

【大久保歩道橋】 

対策区分の判定区分Ｃ２ ⇒ 健全性の診断判定区分Ⅲと判定

※上記の結果を、５．対策の優先順位の考え方における重要度値の算出に反映 

させるものとします。 
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５． 対策の優先順位の考え方 

修繕対策優先順位の決定に際しては、各橋梁における以下の条件要素に、重み付けを

行った上で、各項目に対し点数を付け、各橋の重要度値（合計点数）により判断するも

のとします。 

  5-1. 条件要素と重み係数 

                           (重み係数) 

１）架設年度・・・・・・・・・・・・・・・・0.15 

２）橋長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・0.15 

３）損傷度・・・・・・・・・・・・・・・・・0.30 

４）交通量・・・・・・・・・・・・・・・・・0.15 

５）交差物の条件（緊急輸送道路・鉄道等）・・ 0.20 

６）通学路に該当（教育施設近接度）・・・・・ 0.20 

７）海岸からの距離・・・・・・・・・・・・・0.20 

5-2. 各条件要素の評点 
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5-3. 重要度値の算出 

  重要度は、Σ（各条件要素の重み係数）×（各条件要素の評点）にて算出します。 

  【 巴江歩道橋 】 

   重要度＝0.15×60＋0.15×100＋0.30×50＋0.15×75＋0.20×100＋0.20×100 

      ＋0.20×0 ＝ 90.25 

【 豊島横断歩道橋 】 

   重要度＝0.15×60＋0.15×40＋0.30×25＋0.15×50＋0.20×100＋0.20×75 

      ＋0.20×0 ＝ 65.00 

【 大久保歩道橋 】 

   重要度＝0.15×60＋0.15×20＋0.30×50＋0.15×75＋0.20×50＋0.20×100 

      ＋0.20×0 ＝ 68.25 

 上記の算出結果により、修繕対策実施の優先順位としては、 

１位【巴江歩道橋】→２位【大久保歩道橋】→３位【豊島横断歩道橋】の順序と 

なります。 
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６．対策内容と実施時期及び対策費用 

４．個別施設の状態等、及び５．優先対策順位に基づいて、各橋における修繕対策内容・時

期・概算費用を以下に示します。 

【 巴江歩道橋 】 ⇒ Ｈ２９年度対策工実施予定 

 ・塗装塗替工（塗膜剥離剤・Ｃ塗装系）

 ・橋面防水工（塗膜系防水）

 ・舗装打替工（薄層舗装）

 ・止水工（地覆遊間、主桁添接部）

 ・ＦＲＰシートによる補修工（地覆・階段ステップ）

 ・横桁補修工（鋼部材取替え）

 ・支承モルタル補修工

 ・地覆補修工（ひび割れ補修・コンクリート打替え）

・排水装置補修工（ＳＧＰ管設置）

↓

 補修対策概算工事費（間接費・消費税含む総額）＝５１００万円  

【 大久保歩道橋 】 ⇒ Ｈ３０年度対策工実施予定 

 ・塗装塗替工（塗膜剥離剤・Ｃ塗装系）

 ・橋面防水工（塗膜系防水）

 ・舗装打替工（薄層舗装）

 ・ＦＲＰシートによる補修工（地覆・階段ステップ）

 ・排水装置補修工（ＳＧＰ管設置・排水樋取替え）

・照明施設補修工（ボルト設置）

↓

補修対策概算工事費（間接費・消費税含む総額）＝１７００万円  
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【 豊島横断歩道橋 】 ⇒ Ｈ３１年度対策工実施予定 

 ・塗装塗替工（塗膜剥離剤・Ｃ塗装系）

 ・橋面防水工（塗膜系防水）

 ・舗装打替工（薄層舗装）

 ・ＦＲＰシートによる補修工（地覆・階段ステップ）

 ・排水装置補修工（ＳＧＰ管設置・排水樋取替え）

 ・照明施設補修工（配管取替え）

  ・防護施設補修工（金網取替え）

↓

 補修対策概算工事費（間接費・消費税含む総額）＝３７００万円  
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